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１．はじめに 

 

福山都市圏では、渋滞緩和と地球温暖化防止を目的

に、ノーマイカーデーの通年実施である「ベスト運動」

を主体施策として推進しており、その重要な支援施策の

1つとして学校ＴＦＰ（トラベル・フィードバック・プ

ログラム）を位置づけている1)。 

ＴＦＰとは、交通行動の現状把握や行動変容プラン

等の効果の確認などを通じて、かしこいクルマの使い方

を考えるためのプログラムのことであり、このうち学校

ＴＦＰでは、児童が交通・環境問題の学習の中で交通行

動変更プランを作成し、保護者へ提案していく手法をと

っている（図-1）。 

この学校ＴＦＰに期待されている主な効果としては、

①児童の交通・環境に対する意識を高め、長期間その意

識を持続させること、②家庭での児童と保護者の継続的

なコミュニケーションを通じて、習慣化している家庭で

のクルマ利用を自発的に見直してもらう”きっかけ”と

すること の2点が挙げられる。 
これまで学校を対象としたＴＦＰの取り組みは全国

的にはいくつかの事例2) はあるが、福山都市圏において

は、道路行政と学校とが連携して継続的に取り組んでい

くため、学校教育プログラムのノウハウ蓄積や学校ＴＦ

Ｐ導入の有効性について検証しておく必要があった。 
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さらに今後は、特に学校ＴＦＰによる実施効果が短

期間で終了することなく、学校ＴＦＰ終了後も長期的に

持続するのかについて確認した上で、学校ＴＦＰ導入の

有効性をより明確にし、教育カリキュラムとしての展開

を図ることが必要と考えられる3)。 

そこで本稿では、福山都市圏の3年間に亘る学校ＴＦ

Ｐの取り組みの内容とその成果として、①学校教育と連

携した学校ＴＦＰのパッケージとその内容、②学校ＴＦ

Ｐ終了後の総合的な学習における環境学習の支援、③学

校ＴＦＰ展開の有効性とその継続効果 の3点を中心に

報告する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 福山都市圏のベスト運動と学校ＴＦＰの関係 
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２．福山都市圏における学校ＴＦＰの展開 

 

（１）学校ＴＦＰパッケージ 

福山都市圏における学校ＴＦＰは、平成17年度～平

成19年度までの3年間、福山市立駅家西小学校をモデル

校としながら、5年生を対象に「総合的な学習」と連携

した取り組みを継続的に実践してきた4)。 

その実践の中で小学校及び関係機関との協議調整を

重ね、小学校の教育カリキュラムとして導入できる学習

プログラムや教材の改良を重ねてきた。この取り組みに

より、国際性,公共性の高い環境問題と交通問題をテー

マに、子どもの主体性を尊重した全3回の学習プログラ

ムとして、使用教材、指導マニュアルも含めた「福山版

学校ＴＦＰパッケージ」を作成した（図-2、図-4）。 

 

（２）学校ＴＦＰ後のフォローアップ 

福山都市圏における学校ＴＦＰは環境をテーマとし

た「総合的な学習」のカリキュラムの導入段階として実

施している。そこで、学校ＴＦＰ終了後も継続的な環境

学習を支援し、児童の意識変化を確認するためのフォロ

ーアップを実施している。 

フォローアップでは、児童たちがそれぞれ興味を持

った環境問題の解決に向けて、大気汚染、水質汚染、ご

み問題、森林破壊、交通問題などの調べ学習を支援した。 

さらに、自分たちで学んだことを多くの人に伝えた

いという思いから、大規模商業施設での学習発表会の実

施に至っている（図-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 学校ＴＦＰパッケージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 学校ＴＦＰ後のフォローアップ内容 
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図-4 福山都市圏における学校ＴＦＰの流れ（平成19年度福山市立駅家西小学校の事例） 
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３．学校ＴＦＰの有効性と継続効果の検証 

 

（１）学校ＴＦＰの有効性と継続性 

平成 17 年度～平成 19 年度の 3 年間における学

校ＴＦＰ実施後の保護者の行動変容者（1 次効

果）は約 20～40％以上である。3～4 ヵ月後に総合

的な学習と連携した環境学習のフォローアップに

より、保護者へフィードバックした後の行動変容

者（2 次効果）は約 40～60％以上に増加、1 年後

の行動変容者もそのまま継続・拡大していること

が確認された（図-5）。 

保護者の行動変容が学校ＴＦＰ実施後も持続されて

いる要因としては、総合的な学習と連携した環境学習の

継続が児童と保護者との持続的なコミュニケーションに

繋がり、児童の環境に配慮した行動への呼びかけが保護

者の意識の醸成にも関与していることが考えられる。 

また、学校ＴＦＰの行動プラン実施によるＣＯ２排出

量は、実施前のＣＯ２排出量と比較して、全体で12％～

26％程度の削減、行動プラン実施者1人あたりで約6～7
割の削減となり、ＣＯ２削減効果も大きいことが確認さ

れた（図-6、7）。 

 

（２）学校ＴＦＰの教育的効果 

福山都市圏における学校ＴＦＰ実施の学習目標とし

ては、総合的な学習との関連性に配慮し、①公共意識・

社会意識の醸成、②家族・地域とのコミュニケーション、

③自ら考える力・取り組み姿勢を育成 の大きく３つを

設定している(図-8)。 

この教育的効果の発現状況を確認するため、学校Ｔ

ＦＰ終了から4ヵ月後に児童の保護者を対象としたアン

ケート調査を実施した。この結果から、「相手のことを

考え、具体的なプランを提案することが問題解決に繋が

る」という学校ＴＦＰの学習プロセスの実践と理解によ

り児童の環境意識が高まり、学校ＴＦＰ終了後の児童の

自発的な学習意欲の向上、学外での発表を経験した総合

的な学習の支援を通じて、特に児童に①公共意識・社会

意識の醸成、②家族・地域とのコミュニケーション の

効果が期待できることが確認された（図-9、10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8 学校ＴＦＰの３つの教育的効果の設定 

 

 

 

 

 

図-5 保護者の行動プラン実施者数の推移 

 

 

図-5 保護者の行動プラン実施者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 行動プラン実施による全体のＣＯ２削減量 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 行動プラン実施者１人あたりのＣＯ２削減率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-9 保護者から見た児童の変化(項目別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 保護者から見た児童の変化(詳細)
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４．学校ＴＦＰ展開へのアプローチ 

 

福山都市圏では、3年間のモデル校における学校ＴＦ

Ｐの実践と効果検証の結果を踏まえ、小学校の教育カリ

キュラムの一貫として学校ＴＦＰの展開を図るため、市

の教育委員会を通じて各学校への導入について提案した。 
提案にあたっては、学校ＴＦＰの広報資料として、

教員向けのパンフレット、導入に向けたアニメーション

ＤＶＤ、教育カリキュラム用の学習単元、学校ＴＦＰの

導入事例の紹介資料等を作成した（図-11）。 
なお、作成した学校ＴＦＰの広報資料は、各小学校

が次年度のカリキュラム編成を行う時期である12月に、

福山市教育委員会主催の定例校長会の場において説明・

配布した。また、モデル校にて実施された先生たちの教

科別研究会の場でも資料の配布を行っている。 
この結果、複数の学校からの問合せがあり、このう

ち導入実績は4校まで拡大することとなった。 
 

 

 

 

 

 

 

図-11 学校ＴＦＰの広報用資料（パンフレット、DVD） 

 

５．まとめと今後の課題 

 

（１）3年間の取り組みで得られた成果のまとめ 

①小学校及び関係機関との調整、協議を重ね、小学校の

「総合的な学習」に導入できる学習プログラムや教

材を3年間の実践を通して改良してきた。これにより、

国際性,公共性の高い環境問題と交通問題をテーマに、

子どもの主体性を尊重した全3回の学習プログラムと

して、「学校ＴＦＰパッケージ」を作成した。 

②学校ＴＦＰの実施により、3ヵ年とも保護者の約20～
40％の行動変容が行われているなど、小学校ＴＦＰ

の有効性が検証できた。また、継続調査により「総

合的な学習」と連携しながらフィードバックしてい

くことで、行動変容者は約40～60％に拡大、経過1年
後もそのまま継続しているなど、継続効果が確認で

きた。以上より、学校ＴＦＰの実施は保護者への持

続的な行動変容を促すことが可能であり、交通問題

の解決に向けて、習慣となっているクルマ利用を自

発的に見直してもらうきっかけとして有効であるこ

とが確認された。 
③「総合的な学習」との連携による学校ＴＦＰの導入は、

環境,交通面の効果だけではなく、｢公共意識、社会意

識の醸成｣などの教育的効果が期待でき、特に「相手

の立場に立って具体的な提案を行うことが解決に繋

がる」という問題解決の本質の理解促進に寄与する

ことを確認した。 
④以上の内容を反映しながら、学校の教育カリキュラム

の一貫として学校ＴＦＰの展開を図るため、市の教

育委員会を通じて各学校への導入について提案、導

入実績は4校まで拡大した。 
 

（２）今後の課題 

①今後、福山都市圏の各小学校に導入していくためには、

例えば公共交通機関が存在しない地域や少人数の学

校での導入など、現在の「学校ＴＦＰパッケージ」

を各学校に応じたものに適宜更新しながら活用でき

るようにすることが必要になるとともに、学校教育

現場単独でも実施できる十分なマニュアルの整備、

必要に応じて外部講師の派遣や器材貸し出しなどが

できるような実施体制づくりを推進していくことが

必要である。 
②さらに、福山都市圏全体における交通問題解決の効果

を発現させていくためには、今回の「学校ＴＦＰパ

ッケージ」を活用していくとともに、企業・居住地

ＴＦＰと連携し、都市圏全体の一体的な取り組みと

して継続させるという、いわば「地域全体の大きな

渦流」へいかに展開させていくことができるか、こ

れらのマネジメントが重要である。 

 
謝辞 

本取り組みは、国土交通省福山河川国道事務所、広島県、

福山市で構成される福山都市圏交通円滑化総合計画推進委

員会事務局によるものであり、福山市立駅家西小学校、旭

丘小学校、東村小学校、内海小学校ならびに野外学習や学

習成果発表の場をご提供いただいた各団体のご支援・ご協

力により成り立ったものです。ここに関係各位に改めて謝

意を表します。 

 

参考文献 

１）岡森正人・石井和夫・赤星剛・谷口守・森友雅彦:福

山都市圏の交通円滑化に向けたＭＭの取り組みについ

て,第3回JCOMM,2008. 

２）国土交通省：モビリティ・マネジメント-交通をとり

まく様々な問題の解決に向けて-,2007. 

３）小川雅博・荒木勲・光正義規・荒平信行・金子俊之：

福山都市圏における学校TFP展開の有効性とその継続効

果の検討,第1回土木と学校教育フォーラム,2009. 

４）岡森正人・川西利治・赤星剛・垪和研一・谷口守：学

校教育ＴＦＰの取組みとその地域への展開－福山都市

圏での試みから－,第1回JCOMM,2006. 


